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６
月
１
２
日
、
第
４
２
回
医
療
研
究
全
国
集
会
ｉ
ｎ
鹿
児
島
が
、
鹿
児
島

市
の
宝
山
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
集
会

に
は
全
国
各
地
か
ら
６
０
０
名
を
超
え
る
仲
間
が
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
に

つ
い
て
学
び
、
交
流
し
合
う
た
め
に
結
集

し
ま
し
た
。 

 

全
体
集
会
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
「
麦
の
芽
福
祉

会
」
の
ジ
ャ
ン
ベ
隊
が
。

民
族
楽
器
ジ
ャ
ン
ベ
の
音

を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か

せ
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

開
会
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
は
日
本
医
労
連 

中
野

千
香
子
委
員
長
が
行
い

『
安
倍
政
権
の
社
会
保
障

抑
制
は
戦
争
す
る
国
に
す

る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
社

会
保
障
拡
充
と
軍
事
拡
大

路
線
は
相
い
れ
ま
せ
ん
。

大
い
に
議
論
し
、
頑
張
る

力
を
蓄
え
ま
し
ょ
う
』
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

 

続
い
て
現
地
を
代
表
し

て
鹿
児
島
県
医
労
連 

馬

場
文
治
委
員
長
が
『
桜
島

や
鹿
児
島
の
食
を
堪
能
し

て
下
さ
い
。
二
日
間
と
も

に
学
び
、
議
論
し
ま
し
ょ

う
』
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
伊
藤
周
平
・

鹿
児
島
大
学
法
科
大
学
教

授
が
記
念
講
演
、
鎌
倉
幸

孝
・
医
療
研
事
務
局
長
が

基
調
報
告
、
青
山
浩
一
・

ま
す
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

が
特
別
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
【
記
念
講
演
要
旨
は

次
号
以
降
で
紹
介
】 

◆◆鹿児島まめ知識◆◆ 

・「ありがとう」→ 

「あいがともさげもした」 

・「この焼酎おいしい」→ 

「こん しょつは、うんめなぁ」 

・「焼酎、飲みに行こう」→ 
「しょつのんけいっが」  

・「お世話になりました」→ 

「おせわせぇ ないあげもした」 

・「宜しくお願いします」→ 

「よろしゅ たのんみゃげもんで」 

・「おごってください」→ 

 「おごっ くいやい」 

・「行くよ」→ 
「いっど！」     
・「具合（身体の）が悪い」→ 

「あんべがわいか」   
・「なんともいえない」→ 

「こげんこっつぁなか！」  

【題字写真】桜島大根 

桜島大根は、鹿児島県の特産品
でギネスに認定された世界一大
きい大根。直径40-50cmにもな
る。大きく育てるには火山灰質
の土壌で多くの手間をかける必
要がある。一般の大根よりキメ
が細かく繊維が少なく甘味があ
り、大根おろしなどの生食やふ
ろふき大根などに利用される。
直径の大きな千枚漬けは鹿児島
県の特産品となっている。 

【写真上】むぎのめジャンベ隊のみなさん 

【写真左】司会の右田さん(左)、川上さん(右) 
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①今日はどちらからお越し
ですか？ 

②明日はどこの分科会に参
加しますか？ 

【
写
真
右
】 

北
海
道
・
道
東
勤
医
労 

山
本
隆
幸
さ
ん 

根
室
医
療
福
祉
労
働
組
合 

田
中
枝
美
子
さ
ん
（
介
護

福
祉
士
） 

「
明
日
の
第
１
５
分
科
会

（
在
宅
介
護
）
で
『
訪
問

介
護
事
業
所
を
起
点
に
し

て
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
行
っ
た
時
の
気
づ
き

と
思
い
』
と
い
う
内
容
で

発
表
を
し
ま
す
」  

【
写
真
左
】 

神
奈
川
県
・
横
福
協
労
組 

牛
込
知
子
さ
ん
、
上
門
美
千

代
さ
ん
、
西
井
俊
さ
ん
、
山

崎
恵
介
さ
ん
、
大
内
勇
輝
さ

ん
、
個
人
加
盟 
植
木
さ
ん 

「
医
療
研
は
、
初
め
て
の
参

加
で
す
。
青
年
で
の
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
ま
す
」 

【
写
真
右
】 

福
岡
県
・
久
留
米
大
学
教
職
員

組
合 

井
上
さ
ん 

他
４
名 

『
看
護
師
２
名
、
検
査
技
師
１

名
、
事
務
２
名
で
き
ま
し
た
』 

【
写
真
上
】 

熊
本
県
・
熊
本
医
療
福
祉
労

働
組
合
民
医
連
支
部 

 

森

田
さ
ん 

『
分
科
会
①
に
参
加
し
ま

す
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
や
っ

て
い
る
の
で
看
護
と
福
祉
を

同
時
に
学
び
た
い
で
す
。
こ

の
研
究
集
会
に
は
何
度
か
参

加

し

て

い

ま

【
写
真
左
】 

北
海
道
・
北
海
道
勤
医
労 

松
田
さ
ん(

青
年
協
議
長) 

 

『
分
科
会
１
３
で
報
告
し
ま

す
』 

広
島
県
・
広
島
市
民
病
院
労

組 

石
川
さ
ん 

『
分
科
会
４
に
参
加
し
ま

す
』 


